
 【組合員数等】

　■　組合員数合計　　 ：　53,887人

　■　被扶養者数合計　：　37,557人

　■　合　　計　　  　　　：　91,444人

 【短期経理】

《収入》383億6,396万5,000円 《支出》383億6,396万5,000円

 【長期給付事業に係る３経理】  【厚生年金保険経理】　《収支》765億6,474万円9,000円

 【経過的長期経理】  《収支》 4億9,013万4,000円

令和7年度決算概要

　令和7年度 公立学校共済組合北海道支部決算について、その概要をお知らせします。

　R7年度の 組合員及び被扶養者数
は右のグラフのとおりとなっており、
令和6年度と比較すると、組合員数
は14人の減少、被扶養者数は1,105
人の減少となりました。

　 短期給付事業は、公務によらない病気、負傷、出産、死亡、災害等の事由により組合員が被る経済的負担を補填又は軽
減することを目的とする事業で、財源は組合員の掛金と地方公共団体等の負担金となっています。

　 長期給付事業は、組合員の退職後の所得保障として本
人又は遺族に年金の支給を行う事業です。
　 支給事務等は、すべて当共済組合本部で行われ、当支
部で収納した掛金等・負担金は、全額当共済組合本部へ
回送します。

※追加費用負担金とは、共済組合発足（昭和37年12月）
前の期間に係る給付額を賄うための費用であるため、制
度発足以後の組合員が負担するものではなく、地方公共
団体等が全額負担することとされています。

 【退職等年金経理】　《収支》  48億2,266万9,000円

【短期経理】
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平成27年10月から新設された新３階部分の財源旧３階部分、公務上の障害年金及び遺族年金の財源

老齢厚生年金給付・基礎年金の財源

【組合員数等】



 【業務経理】

　・収入：6億5,535万3,000円　　　　　　・支出：4億6,474万5,000円　　

 【保健経理】

　・収入：11億267万6,000円　　　　　　・支出：8億5,139万8,000円　　

　・厚生事業費   ≪決算額≫6億7,981万9,000円 【各事業の決算額と実施人員等】 【単位：千円 】
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 【住宅経理】

　（参考）償還戸数の残数　　北海道：138戸　市町村：0戸

 【貸付経理】

　 業務経理は、短期給付事業及び長期給付事業の事務に要する費用を処理する経理で、財源は全額地方公共団体から
の負担金となっています。

　 保健経理は、組合員とその被扶養者の心身両面にわたる健康の保持増進や元気回復等に資することを目的として、健
康管理事業（人間ドック、メンタルヘルス相談等）の他、各種保健事業を行う経理で、財源は当共済組合本部からの回送金
と地方公共団体等からの負担金となっています。

事　業　名
令和6年
度　①

令和7年
度　②

前年度対
比②-①

令和7年度実施人員等

健診事業諸経費

特
定
健
診

特定健診　受診券等(40歳以上)

特定保健指導(40歳以上)

特定健診諸経費 受診券等作成発送経費

受診人数9,837人

婦人ガン検診 受診人数2,640人

配偶者検診 人間ドック1,803人・婦人ガン197人

脳ドック検査補助 受診人数2,945人

電算経費等

健
康
づ
く
り

心の健康相談(健康づくり) 電話・対面相談

心の健康相談(啓発) 冊子・リーフレット配布

セミナー事業 講話の動画配信等

健
診

人間ドック（35歳以上）

一
般

札幌宿泊所利用補助 宿泊・会議・婚礼等の利用補助

指定宿泊施設利用補助 1,418泊

教職員体育大会補助

福祉支援事業 介護セミナー

退職準備事業 動画配信形式へ移行

教職員美術展

離島へき地支援事業

災害対策事業

・住宅経理は、地方公共団体が建設する教職員住宅への投融資する事業です。
・なお、当支部の新規建築事業は、平成24年度末をもって終了しており、現在は償還事務のみを管理しています。
・また、償還事務は、令和11（2029）年度で終了する予定となっております。

　  貸付経理は、組合員等が臨時に資金を必要とする場合に貸付けを行う経理で、財源は当共済組合本部からの回送金となっています。
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【単位：千円】

【事業概要】

○特定健診：40～74歳の組合員等を対象に、メタボに

着目した健康診査と保健指導を実施。

○健診事業：人間ドック、脳ドック等の健診を実施。

○健康づくり事業：心の健康に係る事業を実施。

○一般事業：福祉（教養・文化・宿泊補助等）に係る事

業を実施。

▲ 1,685計 462 854,514 434 852,829 ▲ 28
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災害 0 0 0 0 0 0

住宅 40 390,275 56 433,499 16

▲ 15,221
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【単位：千円】

項　目
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件数



 【宿泊経理】
　 宿泊経理は、組合員の保健、保養又は教養のための施設を経営し、宿泊、会合、宴会、レクリエーション等の便宜を図
り、福祉の向上と健康増進を図ることを目的とした事業を行うための経理であり、当支部では「ホテルライフォート札幌」を運
営するための経理です。

○売上高は、会議・宴会の需要の回復と、宿泊
市場が活発化したことにより令和６年度に比べ、
約6.1％増の12億372万6千円となりました。

○営業費用は、固定経費等の経費削減に努め
ましたが、物価及びエネルギーコストの高騰が大
きく影響しました。

○営業損益は7千394万7千円となり、予算から6
千374万4千円超の改善が図れました。
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-
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会議・宴会・婚礼 111,513 111,012 23.0% 22.9%

食堂 59,530 59,983 -

計 67,620 60,286 56.5% 53.4%

組合員外 46,998 42,783 39.3% 37.9%
宿
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組合員 20,622 17,503 17.2% 15.5%

令和7年度 令和6年度 令和7年度
項　目

利用人員(人) 定員利用率

令和6年度

73,947

営業費用② 1,032,944 1,129,779

営業損益①－② 101,502

売 上 高① 1,134,446 1,203,726

【単位：千円】
項　目 令和6年度 令和7年度


